
千葉県横芝光町　東陽病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当然財務 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 非設置 55 40 - ■ 当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

直営 10 - ド 訓 救 輪 - - 95 【】 令和4年度全国平均

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） －

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

22,697 6,433 第２種該当 - １０：１ 36 35 71

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院

機能分化・連携強化
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04

当該値 99.3 99.2 99.3 98.5 96.5 当該値 66.6 62.4

71.6 70.8

64.9 69.1 64.0 当該値 64.4 60.2 62.7 66.6 61.6

R01 R02

当該値 69.4 57.4 58.0 63.9 59.0

平均値 97.2 97.7 100.7 103.6 101.9 平均値 84.0 77.1 73.8 75.5 74.6 平均値 80.4 73.2 69.9

10.9 12.3

平均値 70.1 66.1 62.3 62.1 60.2

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30

8,467 8,632 8,476 当該値 77.7 86.0 89.6 75.9 84.2当該値 24,629 27,254 29,015 28,096 27,257 当該値 7,102 7,096

9,509 9,548 9,992 平均値 63.7 72.0 77.7 75.7 75.4平均値 34,924 26,415 27,227 28,176 29,348 平均値 10,244 9,135

R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03

当該値 125.5 134.8 129.8 120.1 134.6 当該値 49.5 50.7 52.7 54.5 55.1 当該値 65.7 69.1 70.1 73.6 68.5

56.9 58.3 59.2 平均値 71.4 73.4 72.5 72.3 72.0平均値 117.1 118.8 136.0 131.3 133.6 平均値 54.1 56.4

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（令和4年度決算）

公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 年度 - 年度 - 年度

Ⅰ 地域において担っている役割

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

2. 老朽化の状況について

2. 老朽化の状況

全体総括

当該値 50,996,760 55,239,442 55,145,326 55,165,463 55,026,663

　当院は、町内唯一の入院施設を備えた病院であり、地域住民に
とって無くてはならない医療施設として、重大な役割を担ってい
る。
　当院が属する山武長生夷隅保健医療圏の今後の必要病床数は、
高度急性期及び回復期は不足し、急性期及び慢性期は過剰となる
と見込まれていることから、今後も近隣病院や診療所、介護関係
者と連携を図り、町立の地域病院として急性期から回復期、在宅
医療まで一貫した医療提供を可能とした「地域に根ざした病院」
を目指していく。

　千葉大からの派遣減と医師退職に伴い、外科に係る外来診療及
び入院患者数が減少しており、地域包括ケア病床の拡充により入
院単価の向上や病床の効率的な運用を図っているところではある
が、入院患者１人１日当たり収益も伸びていない状況であること
から、経常収支比率、医業収支比率は類似病院の平均値を大きく
下回っている。また、累積欠損金比率及び職員給与費対医業収益
比率も類似病院と比べ高い水準にあり、医師の確保などにより、
患者を呼び込み、収益を確保できるかが課題となっている。

　平成３年建設より30年以上が経過し、耐震性を含め建物自体は
目立った老朽化は見当たらないものの、排水管や給水管等の細か
い部分においては、経年劣化による不具合が生じ、修繕費も増加
傾向である。次年度以降においても長期計画的に施設修繕を実施
し長寿命化を図っていくものである。

　住民が質の高い医療を安心して受けられるよう、感染症早期発
見のための発熱外来や感染対応病室も確保し、地域に根ざした病
院を目指している。さらに進む高齢化に向け、地域医療を担うた
めには医療提供体制の充実強化が求められていることから、町立
の地域病院として急性期から回復期、在宅医療まで一貫した医療
提供を可能とするためにも、医師を含む医療従事者を確保するこ
とで、医業収益を向上させていくことが最重要課題である。
　また、高齢化による地域の人口減少に伴い、医療機関相互の協
議による病床機能の分化・転換も視野に近隣病院等との連携を更
に強化し、経営改善に取り組んでいくことが重要だと考えられ
る。平均値 40,683,727 40,117,620 42,330,999 43,068,047 44,341,948
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③修正医業収支比率(％)
【83.7】
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①経常収支比率(％)
【103.5】
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【56.4】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【49,963,977】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【25.1】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.6】
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